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緒　　論
　　溌血L動物の心臓は　その機能が複雑な因子に
支配されている爲に，薬理作用機縛ク）解1卿こしば
しば不便な事が起る。かかる際には系統発生学的
に下等な，より軍純な動物の心臓を川いるのが便
利である。鍛叉は蛙の心臓を用V・；”（行われた藥理
学的研究は枚挙にいとまがないが，もっと下等な
動物の心臓を薬理学的研究に利川した場合は少な
い。最近irl辺，　fll中等1）は蛇田笑〔｝卵の胎兜心臓特
に刺戟傳導系の出來ない時期の心1！1菱を聴罪学的研
究に慮刑して興味ある三見を得ている。之にヒン
トを得，余は未分化心騰の利用を志し，軟休動物
たる貝類の心臓を選んだのである。
　　海ノk貝たるVenus　mercem，　riaの心1擁脈就いて
ぽかなり多くの研究があり，特にWelsh21及びそ
の一一派3）は之をAcetylcholinの：定量に禾iJ川してい
る。併し淡水貝に就いてはあまり研究されていな
V）o
　　Koch（1917）4）は代表的な淡水貝たるAnodonta
の心臓に就いて生理学白勺な見地から詳細な研究を
行った。Motley（1933，ユ934）56）は淡水貝心”蔵のi］irli
経支配，及び之に対するAcetylcholin，　Adrenalin及
びDigitalisの作用を記載した。本邦に於ても，米
沢（昭17年）7はカラスガイ心臓に対するAcetyl－
cholin作用を見ている。
　　併し，之等先人の研究から，AnodOnta心臓の
薬物反撃を窺い知る事1ま困難であり，まして之が
薬理学的研究に利用し得るか否かは不明である。
この点を確める爲に：ぽ先ずAnodonta心臓が種々
の藥物に対して温血L動物心臓と同一の幽々を示す
か否かを明らかにする必要がある。Motleyの云う
即く，淡水貝心臓に帥経支配力：無V・とすれば，こ
の心臓に対する藥物作用を研究する事によって，
薬物の心筋作刑に新知見を得る可能性がある筈で
ある。斯かる見地に立って余は淡水貝を用V・て研
究を囲始した・
　　余の選んだ貝は代表的な淡水貝たるドブガイ
Allodonta　woodiana叉はカラスガイCristaria　plicata
であるが，この両者はその形態が類似しているの
みならす，薬物に対する反慮にも差を認められな
かったので，特に両者を区別せすに川いる事にし
た。
1）田辺・戸田：1材・藥理誌，46（昭25），74§；田辺・田・
　巾：同誌，46（ii召25），189§；田辺・田中：同誌，47（昭
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生存するものと考えられ（Korschelt）s），実駄室に於
ても之を流加・卜iに置けば三年以土も生存している。
Griffithsgによれば，この貝のrf監液は1．002　％の乾
燥固形物を含み，その紺．成は主にNa，　K，　Ca，　Mg，
の塩化物及び燐酸塩叉は硫酸塩から威っている。
　　軟休動物の心搏動は…般には非常に不規則で
ある享がH立ってV・る。但し頭足類の内の「た
こ」及び「いか」は完全に規則IEしV・循環を行う
（Ba、　uer／iO）。また貝類の心臓も一般に規則iFlしV・搏
動を続ける。貝め心搏動は後部心尖に始まり，波の
如くに全心室に及ぶ。その搏動は非常に糾い律動
運動である。心房と心室は完：奎に独立して牧縮す
る事が川猟るが，概ね両者の牧縮拡張は相互に反
対に行われ両者が同時に牧賦する。臆なv・（Will－
em　et　Minne）ii）．
　　Yung12’はAnodontaの1夏部1帥経節を刺戟する
と・一瞬心臓は停止するが，後に律動江動が非常に
盛んになると述べ，此の事から彼はこの榊経節か
ら心臓促進糸が出て居ると考えた。併し，Buding－
ton，13）Carlspnu）及びProsser15）の実瞼結果は少な
くとも海水師匠湖盆は腹部神経節からは心臓抑制
糸が出るいる事を示してV・るが，Motleyは淡水貝
には斯かる心臓抑制糸は存在しなV・と主張してV・
る。なおYung以外の学者は心臓促進糸の存在を
否定している。
　　心臓内の刺戟傳導に関しては不明の点が多く，
’殊に：刺戟傳．導系は証明せられていない。ただ心臓
内の短縮波の馳駅速度は毎秒1卿程度のものと
％・えられる（Carlson）。
　　Anodonta心臓の搏動数は貝殻の開閉によっ
て変化し，開放されると閉鎖時の4～5倍の搏動
数に塘面する。叉温度によっても変化し，30℃以
下では混度の上昇につれて搏動数は規則正しく増
加する（Koch，　Motley）。　Anodonta心臓の搏動数は
15。Cに於ては毎分、3と報告されている（Willeln
et　Minne）．
　　．thL圧は心室拡張期の絡1り］において1　cm　H20
であり，牧縮期の最大値は3　i／，　cm　H20程度であ
8）　Korschelt：　Dtseh，　zool．　Gesellseh．　〈190S）．
9）Gri伍七hs：　Quoted　by　K：oeb．
10）　Bauer：　Q’　uoted　by　Koch．
11）　Willem　et　Minne：　Quoted　by　Koeh．
「る。心房における血圧は更に：低く牧縮期において
すらi∠2　cm　H，O　Va過ぎない（Wiilem　et　Minne）。
実事材料及び方法（心臓懸垂法）
　　実験動物は石ぎ守川本流花絆附近から，花川中學校生徒
諾君によつて探回せられたドブガイ　Anodonta　woodiana
またはカラスガイCristaria　plieataで，大きさは大約7cm
x13cm　X　6　cmのものが使用せられた。三三．器はコンフ
リー］・の防火用水槽で，これに水道水を常時注ぎ込んで評
いたのであるD
　貝の後背部の貝殻に骨鋸を．以て約3cm四方の孔を開
けると，被膜を透して群言の披動ずるのが見られる。矩動
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????
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　　　　　　第2図Anodontaの心繊：部
数は温度によって異なるが1分問4～5（跡3℃）である。こ
の被膜を解剖鋏を以って破り，心臓を露出す．6と，撞動数
は1分聞14～15（23。C）で貝殼を開放したあと同じ状態と
2）　Yung：　Quoted　by　Carlson　（1905）．
ユ3）Budington：　Biol．　BulL，6，311（1903）．
14）　Carlson：　Am．　J．　Physio］，，　13，　396　（1905）．
15）　Prosser：　Biol．　Bull．，　78，　92　〈1940）．
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なり，・一時的に樽動は不規則となる。この心臓はi擁い書朴
を動かすには余りに軟く，叉腸雀が心繊を貫いているので，
身動の記録に非常に妨害になると考えられていたが（Koch），
余はこの記録に成功したのである。即ち露出された心朦の
ll』央部をセルフインにてつまみ，書柞を介して煤煙紙上に
心運動を記録した。書粁の重：量は100mg以内とした。但
しこの際体内の水分が徐々に減じて体が沈降し，從って心
臓は仁心腔内へ沈降して行き，心活動は円滑を欠く様にな
る。之を防ぐ目的で鯉の部分の外套1嘆外面に絶えず水滴を
一定速度で滴下した。
灌写実瞼とその批判
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　　懸垂法の場合と同士に心門を露出し，一方の心房を結
紮し他方の心房に墨流針を連絡したs堺流針はマリオット
瀬から導かれたゴム轡に連絡した。灌流液：としては蛙用リ
ンゲル液を警量の水道水で稀滅したもの即ちユ／2リンゲル
液を用v・た。液圧は3cmH、0力魑当であった。今この方
法で行った実験結果を示すと第一表の如くなる。即ち灌流
開始後3～s置去は播き篁動のリズムが乱Pt，心室の頭動力ご
起つたが，その後規則的な描動に移行した。この規則的描
動は灌流開始後30～52分迄績き，ついで再び心室顔動，
夏に拡張期i覇しとい引1匝序となった。但し中皿動停止後と
雌も，溌漁礁圧を変えると，之が刺戟となって再び規則的
搏動が始まった。
　　灌流実瞼は手・技が難かしい。余は数十例に就いて行っ
たが，：失敗の場合が多かりた。：失敗の最大：の理由は心房が
あまりにも脆弱な点に在ると思オつれた。依って余は心騰灌
流実話を断念し，血肝の心繊懸垂法を探川し，心融タト部よ
り薬物を作用せしめることとした。
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淡水貝心臓の灌流実瞼成績
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実瞼成績
　　1．Piloearpin　：　1％の盤酸Pilocarpin液の1c．c．を
作用した実瞼では，心筋の緊張が幾分減ずる程度の影響が
現われ，たに過ぎなかった。併し5％液1C．C．は明らかに心
筋緊張の上昇を起した。但しこの場合にも心猫脚の振幅及
び回数には影響が無かった。
　　2．Acetylcholin　：0．1％Acetylcholin　O．5　c．c．の適
用によつ七軽度の心臓抑制が見られることもあったが，多
くは何らの変化も現われなかった。1％のAcetylcholin液
をO．2c．e．作用せしめると，著明な心臓抑制が現われた（第3
闘G即ち心室は拡張して敗縮が不充分となり，心房は極端に
拡張して殆ど敗縮を行　　　　　第3図
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わなかった。房室が1皆
明に拡張している事が
目撃されたにも不拘，
煤紙上の曲線からは緊
張上昇の如き所見を呈
する事があったが，之
は極端に拡張した心房
の爲に心室が推し下げ
られた爲である。
　　3．　Eserin：
　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　2mg　ACh
　 　　　1％Eserin液の0．5c．e．を疵用しても心
浬動には見るべき変化が起らなかった。　同液の1c．c．適川
により，心搏動数は稽増加し，心蓮動の振］IIHn’も僅かに増大
した（第5恥
　　叉1％Eserin液の0．5～1．O　c．c．を作用せしめた後に
はAcetylcbolinの心臓抑制作用が非常｝こ」曾強された。第
3図はAce七ylchQlin軍独の作用であり，第4図は同一標
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ン1・．．をlilいてESgr’in適ナ
　　　　　第5図
　　　　　　　　　me
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　　　　　　au
　　　　匿
　　　t
10rhg・　Eseri’n
τ後に再び同量のAcetyleholinを
　　　作用せしあたものである。
　　　Acetylcholin感度は個体に
．．@より幾分異なるが，併し同
　　　一・初1本に於ては何同繰返し
　　　ても大体同程度の：・蔭度を示
　　　すものである事を多数の実
　　　瞼によって擁めた。從って
　　　第4図の如き強い1∫陥1が而
　　　　も：隻li泰mに亘る事はEserin
　　　前処置を行って始めて起り
　　　得る事である。
　第4図
　T　　　　t
stng　’2　m．cr　ACh
E・serl’n
　　4．　Atropin　：
騰曲線は殆ど影響を受け
ないが，之の工C．Cを適刑
すると心迎動の蹟1隔が衛
ナ曾醜し．緊張は」麗した。即
ち非常に大量のAtropin
によって只心懸の機能は
促携されるものと思わ
れる（第6図参照）。　な　・　・
おAcetylcholin作Biは　贈　　tt．、．s”
Atropinによって拮抗さ　　　　　↑
れない。
　　5．　Nieotin：
1％硫艘AtrQpin　O．ユ。．c．によっては心
第6図
lri
　　　10日目　Atropin
1％酒石酸Nicotin　l　c，e．によって最
初心浬動は抑制され，牧縮不充分，搏動数減少，拡張期序
止となったが，後には漸次恢復した。但し恢復後と難も，
晒屋数は適用前よりも減少し心蓮動は幾分不規則であった。
恢復後再び同：量のNicotinを使用せしめると，今度は第一
回目とは逆に緊張が上昇し，拡張が不充分となり，搏動数
が更に：．瞑しく減少した（第7図参照）。
　　6．Adrenalin；　　　　　　第8図
1000倍盤化Adrenalinの
0．1c．c．は心筋の緊張を幾
分充めるが，之の1ccは．
心筋の緊張を阻め規則的
搏動を持続せしめ，時に
は牧縮位停止を起すこと
があった（第8図参照）
　　7．　Benzylirnidaz－
olin　：　2％塩酸　Ben－
zylimidazolin　l　c　c．を｛乍
　　　一］
1　m，’g　Adrenalin
用せしめると一時緊帳上昇したが次いでイ整搏動が出現し
た。BenzylimidazolinとAdrenalinとの種々の組合せ実
験を行った結果によると，Adrenalin朔月1はBenzylimidaz－
olinによつて何等の影響も受けない事を知った。
　　8．Cocain　：　5％塩酸Co3ain　l　c．c．の適用によつて，
一時振1隔は堀1大：したが，1分～1分30秒の後には振幅は却
って減少し同時に搏動数は減少した。
　　9．Histamin　：1％塩酸Histamin　l　c．c．の適用によ．
つて著しい反肥iが見られる肌合があった（第9図）。即ち緊
張は上昇し振’隔は著しく減じ・一旦攻縮位静止を起したが後
に心躍動は徐々に恢復し糸勺10分後には完全に正常蓮動に復
帰したのである。但し2％液1c．c．の適用によっても認む
べき反．雁を示さない例もあった。なお1％塩酸Hisしamin
O．1c．c．によつては射創動及び緊張は常に何等の影響をも受
けなかった。Histaminによる騒騒上昇及び振幅滅少作用
はRestaminによつて抑制されないのみならず，彼幽する
如くRes七amin膚身のHistarnin類．似作用によって前者の
作用は更に・一層：皆明となる揚合が多かった。
第7図
tama
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10mg’　Nieotin
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10．Diphenhydramin　t　Res七amin　l　c．c．を作川せ
　　　　第9図　　　　しめると心筋緊張は
　　t10mg　Histamin
牧縮位静止に隅つた。但し此等の作用も十数分乃至数十分
後には党全に瀧失し，心臓は正常蓮動に復帰した。
　　11・C・ff・in　l　2％C・ff・in　　第10図
0．5c．c．は心筋の緊張を上昇せし
め，拡張を不充分ならしめ心筋
のKontrakturを起した（第10
図）。但し漸博作用は瀧失し，心
蓮動は旧に復した。　1％液0．5
C．C、によつても心筋緊張の上昇
が現われたが，同液0．1c．c．によ
つては何等の影響も認められな
かったD
徐々に方観し，その
楼．旧はHistaminの
場合に類似していた，J
但し振幅の滅少は著
明でなかった。Res七a－
rninによって緊張上
昇振1隔減少が起つた
後に更に　Histamin
を作用せしめると振
幅は極端に減じ遂に
　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　10mff　Co｛fein　．　　　　　　　　　　　　　　n
12．Strophanthin；0．1％1（一Strophanしhlnの0．5～
　　　第11図　　　　1．Oc．c．を適用すると，：皆明な
　t’
1　mg　K－Strophanthin
により可成り差があり，前記用量によっても殆ど認むづき
弧巳・作用が表われぬ場合もあった。jt　O．1％液の2c．c．適
用によって収縮位静止に照る事もあった（第12図）。
　　　　　　　　　　　第12図
心躍動増加が見られた（第
11図》。心隔曲線は上方に拡
大（敗縮の増大）するのが、
常であるが，II辞こ下方にも
拡大（振張の」曾大）する事
があった。但し，貝心麟の
Strophanthin感度は個体
　　　　t
　　2mg　K－Strophanthin
　　13．Chinin　；1％塩酸Chinin　l　c．c，の適用によって
心筋の緊張は一過性に上昇し，拡張不充分となったが，悶
もなく恢復し正常｝医態に復帰した。　1％渡0．2c，c．によっ
ては認むべき変化が表われなかった。
　　14．Guanidin　：　1％塩酸Guanidin　1．0　c．c．は僅かに
心筋緊張を閉める傾向を：示した。　同院の0．5c．c．によつて
は釘竿の変化も認められなかった0
　　15．Tetrodotoxin　：　Tetrodotoxin注射液の0．1～
O．5c．c．によつては心筋の繁張が備かに尤まったが，振幅及
び搏動数は何等の影響も蒙らなかった。
　　16．阿片アルカロイド：パンオピン（2％阿珪アルカ
ロイドの塩酸塩）の0．2c．c．を適用した実意では，心搏動が
減少の傾向を示した日夕トに認むべき変化が表われなかった。
　　17．Chloroforrn　：　Chloroform　O．ユ。．c。を作用せし
めると心筋の緊張は着：しく充まり後次第に恢復した。
　　18．Magnesium　：10％MgC191・O　c．c・を作用せし
めると，一過性に心筋の繁張は下がるがその作用は著しく
なかった。戦艦を5c．c．適用しても」巳筋の麻辣を思わせる
程の著しい作用が表われなかった。なおMgSO4を用いて
実瞼を行ったが，この場合には一定の作用が認められなか
ったb
　　19．Barium；1％BaCI・溶液0．5c．c．は心筋の緊張
を著明に充めた。こ　　　　　　　　　　　　　　　　第13図
の緊張上昇は10％
MgCI22．Oc．c．によっ
て，多少抑制された
（第13図）。　二って
］y【gC12はBaCI2に対
して幾分拮抗的に働
くものとは思われる
が，温血動物の筋肉
｝こ見られる一JAIIき；音明
な拮抗関際は認め難
かった。
　　20．　Calcium　：
　t　　　t
50　mg　200　mg
BaCI2　M．or．C12，
　　　 　　　　　10％CaG120．5c．e．を作用せしめる
と，心筋繁張は上昇したが姫動は規則的に保続された。
　　　第14図、　　2L　K：・1ium　；1％　KCI
　　　t
　50　m．rr　KCI
O．1c．c．では心筋緊張クま禰上昇し
振嘔は命じ，5％KC1のO・1c・c・
では緊張上界及映画藍玉Fま著
明となった。10％K：ClO．5e．e．
の漉用によって心筋は牧縮位停
止の図形を示した（第14図）。但
しKCIが洗い流されるに從い
漸次心繊は興国を開始し緊張も
下り始め遂には正常の緊張及び．
浬動に復帰した。KBrはKCI
と全く同一の作用を皐し，その
作川強度も両者相難しかった。
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KJの作用はKCIの作用と1‘’f的には同一であったが，その
作用1楓度はKCIの夫よりも著しく劣っていた。
　　22。Natrium　；1％・NaCl　O．2c．c．の．適用によっては
心蓮動並びに緊張は何笹の影響も受けなかったが，10％液
0．1c．c．では一過性に心騰の拡張が不充分となり緊張も僅か
に上昇のi頃向を曝した。IO　％MtA　O．5　c．C．によっては＝揖明な
緊張上昇が見られ振lil、‘iIは減じた。　NaBrの作用は四脚にも
量的にもNaC1の作用と全くiit1一であった。撚るにNaF
の作用は幾・分前＝1者と異なって）・iた。即‘ち2％NaF　O．1～
1．Oc．e．を作用せしめると一U浄心筋．緊張は尤まり振幅は減少
したが，後住筋緊張は一旦．下り，約1分30秒後に1ま再び緊
張は緊まり，その後再び徐々に低下すると同時に振幅も恢
復の傾向を示した。即ちNaFを作用させると心臓曲線は
常に二つの山を作ったのである。而もNaFの作用強度は
NaCI又はNaBrの夫よりも稽大であった。
総括考按
　　Anodontaの心臓は規則的な律動運動を行い，
而もその構二造及び艸経支酉已は非常に軍事である。
余の経験によると，この心臓の運動は懸喰法によ
って最も容易に煤紙上に描記されiTU．る。併し灌流
法は実瞼法としては．適当でないと云う結論に面し
た。その憂鴨hには，心臓特に心房があまりに薄く
脆溺で，灌流用カニ＝L　一一レの装貯の際に破損さ才し
易いのみならす，Motley弓）も指捕した如く灌流圧
の：加減が実に微妙であって個体によって液圧に対
する反慮が異なり，而も心臓の規則的牧縮持続1時
問が比較的短v・爲に判物作川の営門にはイく向きで
ある等の点が挙げられる。
　　薬物に対する反憾の上から・考察すると，Ano－
dontaの心臓は温血動物の心臓とは非常にその趣
を異にしている。更に余の実験成績から感ぜられ
るもう一・つの共通点は，この心臓が薬物に対して
非常に鈍感な反慮を示す事である。
　　Venus　mercenariaの心il　hEがAcetylcholinに対
して非常に敏感に反慮する事は諸家2β調17’18）によ
って認められた事実であるが，Anodonta，の心臓
はAcctylcholinに対してさえも鉢感である。而も
Acctylcholhnの心加成抑制作用はAtropinによって
揃）tされない。この一一見’奇異な現象は飢にJ・llien
・ta・　1i9）及びP・・sserがV・nu・の心臓に就いて認
めていた所である。叉Mot1曙も記載した如く
Anodonta，心臓は非常に高濃度のAtropinに対し
てすら極めて鈍）・反命しか示さぬ。Pilocarpinに
対する反訴も1叉極めて鈍い。　Budington，　Carlson
及びProsserがある種の海水、貝に証明した如き心
臓抑制艸経が存在するとしても，それは溢血動物
に：見られる如き砲交感祠i経1生のもので無い事だけ
は明らかである。更に，之が知覚祠経の性質を有
していない事も確である。何となれば心臓抑制機
構がCocainによって臓痒したとは思われないか
らである。ましてMotleyの主張せる如く心臓に
口軽支配が存在しなV・とすれば，上述の自律二三
毒の作用は心筋自身をこ働いた結：果と考えざるを得
ない。MotleyはAdrenalinに対する心臓の反訴
が非常に鈍い点から推察し，Adrenalinの貝心臓
促進作川は心筋自身に働く爲と考えている。余も
叉この考えの安当性を認めざるを得な’LA。　Ben一、
zylimidazolinがAdrenalin作川に無影響である理
lllもおそらくこの辺に在るものと思われる。
　　Acetylcllolin作用ヵ：Eserinによって著しく増
強される事は注「1に：領する。Bacq（1935）L’o），　Jullien，
Vinceut，　Bouche亡e亡Vu｛Uet（ユ938）コ山　Smith　and
Glick（1939）：’1）及びl　Prosser（ユ940）等は甑に貝類　t
にChollnesteraseが存で1三する事を認めてV・るが，
余の成績も叉An・d・ntaにCh・11nesteraseが存在
しEserinによって之が抑制される事を証明して
V・る。
　　Anodonta心臓に対するNicotinの作川は，温
拍L動物の腸管に対するNicotinの作用を思為りせる
ものがある。即ちNicotinは最初強V・心臓抑制作
用を呈して拡張期静止を起すが，後には心筋緊張
を上昇せしめ拡張を不充分ならしめる。Anodonta，
心臓内には形態学的に：1帥経機構力；証明せられてい
なV、（Motley）故に，Nicotinの此の二和性の作Jllli1
16）　Wait：　BioL　BulL，　85，　79　（lq．43）．
17）　Tower　＆　McEaehern：　Canad．　J．　Res，，　26，　IS3
　　（1948），
18）Sしewarヒ：Brit．　J．　Pharmaeol．，7，270（1952）．
19）　Jullien，　Vineent，　Bouehet　et　Vuillet：　Ann，　de
　physiol．　et　de　physicochem．　biol，，　14，　56”i　（193S）．
20）　Baeq：　Areh．　lnternation，　de　physiol．，　42，　47〈1935）；
　　Areh．　internation．de　pfiysiol，，　45，　310　（1937＞，
2 ）　Smith　＆　Gtiek　：　Biol．　Bull．，　77，　321　（1939），
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　　筋肉性のものと解釈せざるを得ない。Nicotinの
　　腸管作用ばAuerbach氏illll経叢を最初興奮後麻痙
　　という機傳で誰明せられているが，AnodOnth心臓
　　に対する作用から類推すると，此の詮明は必ずし
　　も1Eしいと云われないかも知れぬ。　即ちNicotin
　　が腸のント滑筋自身に働いて二1t’．1性の作用’を呈する
　　という考え方も一両成立つかも知れない。
　　　　Histaminと抗Histamin藥とが，　Anodonta心
　　臓に同様の作ilJを呈し，而も丁丁韻こ拮抗が成立
　　しない事は余の実験から明らかである。此の事実
　　が何を意味するかは不明である。
　　　　心筋及び筋’肉に直接働いてその緊張を充める
　　と考えられている藥物即ちCoffein，　Strophanthin，
　　Chinin及びGuanidin等は何れもAnodontaの心
　　筋の緊張を充めてV・る。Barium塩及びl　Calcium
　　塩によって心筋緊張の二進が旧る事は容易に灘解
　　出來るが，Magnesium塩の筋麻痺作．fli］が著明に現
　　われす，且つKalium塩によって緊張上昇が起る
　　等の事実は二軸学的常識を以ては言免明し得なV・点
　　である。Natτium塩が心筋緊張の尤進のみを起す
　　点に就いても詮明出來ない。
t　　　　塩化Magnesium以外の総ての無機．塩類が何
　　れも軍一な心筋緊張充進作用を呈した枚に，之等
　　の作1．llは軍に物理的な滲透圧作用と見倣されない
　　でも無）・。併しKalium塩がNatrium塩よりも
　　作用が強く，弗化物が塩化物叉は臭化物よりも高
い作．川を呈し，沃化物の作川が著しく劣っていた
等の諸点から見て，やはりイオン作刑の存在を肯
定せざるを得ないであろう。
結　　論
　　淡水貝の心臓を藥理学的実験に利川する方’法
に就き研究し，懸垂法が灌流弊より優れている事
を明らかにした。懸垂法によって諸種二物の作用
を槍した結果ぽ次の如くである。
　　1．淡水貝心臓は一般に藥物に対して非常に
鈍感であり，藥物反鷹の上から見て自律祠i経毒及
びCocainによって影響を受け1る如き榊経の支配
を受けるとば思われない。
　　2．　Pilocarpin，　Acetylcholin，　Eserin，　Atropin，
Nicotin，　Adrenalin，　Benzylimldazolin，　C㏄ain等の
刺｛経毒ぽ本來の三三f副用を現わさす‘，専1ら心筋自
身 対する作用のみを呈する。
　　3・Acetylcholin作用1よEserinによって増強
されるが，Atropinによって抑制されない。叉，
Histaminと抗Histaminとの拮抗関係は認められ
ない。
　　4．　Coffei，n，　Strophanthin，　Chinin，　Guan｛din，
Barium，　Calcium，　K：alium，　Natrium等は何れも
心筋の興奮叉は緊張二進を起し，Magnesiumは緊
張低下を起す。
Summary
　　An　lnvestigation　has　been　mic　de　to　determine　the　effectg．　of　various　drugs　on　the　heart　of
fresh－water　mussel，　Anodonta　woodiana．
　　The　anodonta　hea‘rt　showed　a　very　low　sensitivity　to　drugs　in　general．　The　responses　of
a‘nodonta　hei，　rt　produced　by　pitocarpine，　eser－ine，　atropine，　nicotine，　benzylim（dazoline，　cocaine，
quinine，　beni‘dryl，　kalium　and　natrium　were　quite　different　from　those　of　vertebraltes　hearts．
But，　adrenaline，　acety1choline，　histamine，　caffeine，　strophanthin，　guanidin，　barium，　calclum　and
magnesium　produced　the　same　effects　on　anodonta　heart　as　on　vertebrates　hearts．　Acetylcholine
inhibited　the　heart　and　the　action　wac　s　not　antagenized　by　atroplne，　but　potentiated　by　eserine．
Benadryl　did　not．　inhibit　the　action　of　histi，　mine．　The　responses　of　the　anodonta　heart　to　drugs
a‘ppear　to　represent　the　direct　actions　of　drugs　on　heart　muscles　themselves．
